
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 26 年９月 

東 大 阪 市 

 

 
 

 

東大阪市東大阪市東大阪市東大阪市    

男女共同参画に関する男女共同参画に関する男女共同参画に関する男女共同参画に関する    

市民意識調査報告書市民意識調査報告書市民意識調査報告書市民意識調査報告書    

 

概 要 版 



2 

 

女性

57.7%

男性

41.1%

その他
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（N=645）

（N=459）

0.8 

1.1 
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5.9 

14.4 

12.6 

16.7 

16.6 

18.1 

13.9 

22.3 

26.1 

19.2 

23.3 

0.0 

0.4 

女性

男性

（単位：％）

 全 体 女 性 男 性 その他 不明・無回答 

標 本 数 3,000 1,500 1,500 － － 

有効回収数 1,117  645  459 1 12 

有効回収率 37.2％ 43.0％ 30.6％ － － 

 

調査の概要調査の概要調査の概要調査の概要    

調査の目的 

本調査は、市民の男女共同参画社会に関する意識と実態を知ることにより、「第３次東大

阪市男女共同参画推進計画～東大阪 みらい 翔（はばたき）プラン～」の見直しに関し

て、社会情勢の変化に対応し地域に根差したものになるよう基礎資料を得ることを目的と

して実施します。 

 

調 査 概 要 

調査地域調査地域調査地域調査地域     東大阪市全域 

調査対象調査対象調査対象調査対象     市内在住の満 18 歳以上の男女 

抽抽抽抽    出出出出    数数数数     3,000 人（男性 1,500 人、女性 1,500 人） 

抽出方法抽出方法抽出方法抽出方法     住民基本台帳より無作為抽出 

調査期間調査期間調査期間調査期間     平成 26 年６月 16 日（月）～７月７日（月） 

調査方法調査方法調査方法調査方法     郵送配布・回収 

調査項目調査項目調査項目調査項目     男女の地位に関する意識について 

日常生活や子育てについて 

仕事について 

地域活動や健康、老後の暮らしについて 

人権の尊重について 

男女共同参画社会の形成に関する意識について 

その他 

回収状況回収状況回収状況回収状況    

    

    

    

    

 

 

■■■■性別性別性別性別                ■■■■年齢年齢年齢年齢 

 

 

 

 

 

※集計結果はすべて、小数点以下第２位で四捨五入したものであるため、合計値が 100.0％にならない場合があります。 

 グラフ及び表のＮ数（number of case）は、有効標本数（集計対象者総数）を表しています。 
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（N=459）

【女　性】
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１ 男女の地位に関する意識について 

 

「男は仕事、女は家庭」という固定的な性別役割分担意識 

    固定的な性別役割分担意識に否定的な人が増加してきている固定的な性別役割分担意識に否定的な人が増加してきている固定的な性別役割分担意識に否定的な人が増加してきている固定的な性別役割分担意識に否定的な人が増加してきている    

男女ともに［同感する］（「同感である」と「どちらかといえば同感である」の合計）（女性 40.8％、男性 45.9％）

より［同感しない］（「同感しない」と「どちらかといえば同感しない」の合計）（女性 54.0％、男性 50.1％）の

方が高くなっており、その差は女性で 13.2 ポイント、男性で 4.2 ポイントとなっています。また、前回調査、前々

回調査との比較では、［同感する］割合は男女ともに減少傾向にあります。 

 

●●●●「男は仕事、女は家庭」という男女の役割を固定した考えについて、あなたはどう思いますか。「男は仕事、女は家庭」という男女の役割を固定した考えについて、あなたはどう思いますか。「男は仕事、女は家庭」という男女の役割を固定した考えについて、あなたはどう思いますか。「男は仕事、女は家庭」という男女の役割を固定した考えについて、あなたはどう思いますか。    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 

■（参考）内閣府の世論調査結果 （平成 24 年 10 月、平成 21 年 10 月、平成 19 年８月） 
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【女　性（Ｎ＝645）】 【男　性（Ｎ＝459）】
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0% 50% 100%

学校教育の場では

雇用の機会や働く分野では

職場（賃金や待遇など）では

家庭生活の場では

地域活動、社会活動への

参加では

社会通念・慣習やしきたり

（冠婚葬祭など）では

法律や制度では

政治・経済活動への参加では

社会全体からみて
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男女の地位の平等感 

    『雇用の機会や働く分野』『職場（賃金や待遇など）』の分野で不平等感が強い『雇用の機会や働く分野』『職場（賃金や待遇など）』の分野で不平等感が強い『雇用の機会や働く分野』『職場（賃金や待遇など）』の分野で不平等感が強い『雇用の機会や働く分野』『職場（賃金や待遇など）』の分野で不平等感が強い    

男女ともに「平等である」が最も高い項目は『学校教育の場では』となっており、次いで『地域活動、社会活動

への参加では』『法律や制度では』となっています。また、［女性が優遇］（「女性が優遇されている」と「どちらか

といえば女性が優遇されている」の合計）より［男性が優遇］（「男性が優遇されている」と「どちらかといえば男

性が優遇されている」の合計）の割合がすべての項目で高くなっています。特に［男性が優遇］は『雇用の機会や

働く分野では』（女性 74.9％、男性 68.0％）、『職場（賃金や待遇など）では』（女性 77.0％、男性 71.1％）、『社

会全体からみて』（女性 75.5％、男性 63.2％）で高くなっています。 

 

●●●●あなたは、社会における次の分野において、男女が平等になっていると思いますか。あなたは、社会における次の分野において、男女が平等になっていると思いますか。あなたは、社会における次の分野において、男女が平等になっていると思いますか。あなたは、社会における次の分野において、男女が平等になっていると思いますか。    
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6時間58分

2時間06分

7時間01分

5時間09分

5時間15分

3時間49分

7時間16分

2時間17分

9時間20分

1時間53分

5時間50分

4時間36分

0時間 3時間 6時間 9時間 12時間

睡眠

食事、入浴など

仕事・通勤あるいは

学業・通学

家事・育児・介護など

余暇、自由時間

その他

女性（N=645）

男性（N=459）

13.8 

14.7 

27.1 

8.7 

24.8 

10.0 

10.5 

21.2 

9.8 

25.0 

0% 20% 40% 60% 80%

【 そう思わない 】

女性（N=645）

男性（N=459）

54.0 

51.2 

25.4 

68.4 

23.1 

62.1 

65.2 

34.4 

64.0 

25.7 

0%20%40%60%80%

男の子は男らしく、女の子は

女らしく育てる方がよい

妻や子どもを養うのは、

男性の責任である

育児や介護、病人の世話は、

男性より女性がする方がよい

子どもが３歳くらいまでは母親の

もとで育てる方がよい

男性の方が女性より、管理職

としての資質がある

【 そう思う 】

２ 日常生活や子育てについて 

 

子育てや男女の役割 

子育てや家庭の経済面に関する固定的な性別役割分担意識は強い子育てや家庭の経済面に関する固定的な性別役割分担意識は強い子育てや家庭の経済面に関する固定的な性別役割分担意識は強い子育てや家庭の経済面に関する固定的な性別役割分担意識は強い    

男女ともに『男の子は男らしく、女の子は女らしく育てる方がよい』『妻や子どもを養うのは、男性の責任である』

『子どもが３歳くらいまでは母親のもとで育てる方がよい』では［そう思う］の方が［そう思わない］より高くな

っています。 

 

●●●●あなたは、あなたは、あなたは、あなたは、次次次次の項目についてどのように思いますか。の項目についてどのように思いますか。の項目についてどのように思いますか。の項目についてどのように思いますか。    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

平日の生活時間 

●●●●あなたは、平日をどのように過ごしていますか。あなたは、平日をどのように過ごしていますか。あなたは、平日をどのように過ごしていますか。あなたは、平日をどのように過ごしていますか。    

 

 

 

「家事・育児・介護など」以外のすべての項

目で女性より男性で時間が長くなっています。

また、男女で時間に差があるものをみると、「家

事・育児・介護など」では女性の方が３時間

16 分長く、「仕事・通勤あるいは学業・通学」

では男性の方が２時間 19 分長くなっていま

す。 

 

「家事・育児・介護など」は女性の方が長「家事・育児・介護など」は女性の方が長「家事・育児・介護など」は女性の方が長「家事・育児・介護など」は女性の方が長

く、「仕事・通勤あるいは学業・通学」は男く、「仕事・通勤あるいは学業・通学」は男く、「仕事・通勤あるいは学業・通学」は男く、「仕事・通勤あるいは学業・通学」は男

性の方が長く、それぞれ時間差が大きい性の方が長く、それぞれ時間差が大きい性の方が長く、それぞれ時間差が大きい性の方が長く、それぞれ時間差が大きい    
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19.4 

34.6 

2.8 

16.0 

2.5 

11.5 

5.1 

27.9 

17.9 

7.4 

19.2 

5.2 

7.2 

6.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

【現 実】

2.0 

22.0 

3.7 

23.3 

4.0 

18.3 

19.2 

4.4 

14.8 

7.0 

32.0 

4.8 

11.8 

17.0 

0%10%20%30%40%50%

「仕事」を優先したい

（している）

「家庭生活」を優先したい

（している）

「地域・個人の生活」を優先したい

（している）

「仕事」と「家庭生活」をともに

優先したい（している）

「仕事」と「地域・個人の生活」

をともに優先したい（している）

「家庭生活」と「地域・個人の生活」

をともに優先したい（している）

「仕事」と「家庭生活」と「地域・個

人の生活」をともに優先したい

（している）

【希 望】

女性（N=645）

男性（N=459）

希望と現実の暮らし方の比較（ワーク・ライフ・バランス） 

希望では「「仕事」と「家庭生活」をともに優先したい」が、現実では、女性は家庭生活、男性は仕事を優先している希望では「「仕事」と「家庭生活」をともに優先したい」が、現実では、女性は家庭生活、男性は仕事を優先している希望では「「仕事」と「家庭生活」をともに優先したい」が、現実では、女性は家庭生活、男性は仕事を優先している希望では「「仕事」と「家庭生活」をともに優先したい」が、現実では、女性は家庭生活、男性は仕事を優先している    

男女ともに、希望では「「仕事」と「家庭生活」をともに優先したい」が高くなっていますが、現実では女性は「「家

庭生活」を優先している」が、男性は「「仕事」を優先している」がそれぞれ高くなっています。 

 

●●●●あなたは、希望としては、どのような暮らし方をしたいと思いますか。あなたは、希望としては、どのような暮らし方をしたいと思いますか。あなたは、希望としては、どのような暮らし方をしたいと思いますか。あなたは、希望としては、どのような暮らし方をしたいと思いますか。    

また、また、また、また、実際の生活はどうでしょうか。実際の生活はどうでしょうか。実際の生活はどうでしょうか。実際の生活はどうでしょうか。    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和） 

老若男女だれもが、生き生きと自分らしく充実した生き方を実現するためには、仕事も、家事や育児、地域の付き合い

などの仕事以外の生活も、ともに欠かせないものです。 

ワーク・ライフ・バランスとは、「仕事」と「仕事以外の生活」のバランスが取れてはじめて、健康で明るく楽しい人

生を送ることができるといった理想の生活スタイルを提唱するものです。 

 

～ワーク・ライフ・バランスが実現した社会とは？～   内閣府「ワーク･ライフ･バランス憲章」より 

一人ひとりがやりがいや充実感を感じながら働き、仕事上の責任を果たすとともに、家庭や地域生活などにおいても、

子育て期、中高年期といった人生の各段階に応じて多様な生き方が選択・実現できる社会のことです。 

 ○就労による経済的自立が可能な社会 

 ○健康で豊かな生活のための時間が確保できる社会 

 ○多様な働き方・生き方が選択できる社会 
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5.4 

6.2 

6.7 

16.1 

7.9 

7.6 

2.3 

5.4 

14.6 

0.2 

4.6 

7.0 

12.9 

7.8 

7.6 

3.9 

3.3 

24.0 

0% 10% 20% 30%

【実際の生き方】

1.1 

5.4 

17.4 

26.0 

3.4 

7.1 

2.5 

1.1 

0.0 

3.5 

16.3 

24.4 

5.7 

9.6 

2.4 

1.3 

0%10%20%30%

結婚しないで、働き続ける

結婚し、子どもを持つ、持たないに

かかわらず働き続ける

結婚し、出産したら育児休業した

後、職場に復帰する

結婚し、出産を機に退職し、家事・

育児に余裕ができたら再就職する

結婚し、出産を機に退職し、家事・

育児に専念する

結婚し、出産をし、家事・育児に

余裕ができてから初めて就職する

就職せず、結婚・出産し、家事・

育児に専念する

その他

該当しない（配偶者はいない）

【望ましいと思う生き方】

女性（N=645）

男性（N=459）

1.3 

16.8 

42.0 

37.8 

4.7 

16.2 

35.5 

0.3 

6.3 

58.5 

17.8 

25.2 

7.8 

21.3 20.7 

0.4 
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20%

40%

60%

80%
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た
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性
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す
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家
族
や
周
り
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人
た
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満
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暮
ら
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会
に
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献
す
る

本
人
の
個
性
や

才
能
を
生
か
し
た

生
活
を
す
る

本
人
の
意
思
に

任
せ
る

そ
の
他

女の子の場合

男の子の場合

そ

の

他

本

人

の

意

思

に

任

せ

る

本

人

の

個

性

や

才

能

を

生

か

し

た

生

活

を

す

る

社

会

に

貢

献

す

る

家

族

や

周

り

の

人

た

ち

と

円

満

に

暮

ら

す

人

間

性

豊

か

な

生

活

を

す

る

経

済

的

に

自

立

し

た

生

活

を

す

る

社

会

的

な

地

位

を

得

る

女性の生き方 

女性が望む生き方は［再就職型］であるが、実際は［就労継続型］女性が望む生き方は［再就職型］であるが、実際は［就労継続型］女性が望む生き方は［再就職型］であるが、実際は［就労継続型］女性が望む生き方は［再就職型］であるが、実際は［就労継続型］    

望ましいと思う生き方について、男女ともに［再就職型］（「結婚し、出産を機に退職し、家事・育児に余裕がで

きたら再就職する」）が高くなっています。実際の生き方については女性では［就労継続型］（「結婚しないで、働き

続ける」と「結婚し、子どもを持つ、持たないにかかわらず働き続ける」と「結婚し、出産したら育児休業した後、

職場に復帰する」の合計）が高く、男性では［再就職型］が高くなっています。 

 

●●●●あなたは、あなたは、あなたは、あなたは、どのようなどのようなどのようなどのような女性の女性の女性の女性の生き方が望ましいと思われますか。実際の生き方はどれにあたりますか。生き方が望ましいと思われますか。実際の生き方はどれにあたりますか。生き方が望ましいと思われますか。実際の生き方はどれにあたりますか。生き方が望ましいと思われますか。実際の生き方はどれにあたりますか。    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもの将来像 

女の子には「人間性豊かな生活をする」「家族や周りの人たちと円満に暮らす」ことが望まれている女の子には「人間性豊かな生活をする」「家族や周りの人たちと円満に暮らす」ことが望まれている女の子には「人間性豊かな生活をする」「家族や周りの人たちと円満に暮らす」ことが望まれている女の子には「人間性豊かな生活をする」「家族や周りの人たちと円満に暮らす」ことが望まれている    

男の子には「経済的に自立した生活をする」が最も望まれている男の子には「経済的に自立した生活をする」が最も望まれている男の子には「経済的に自立した生活をする」が最も望まれている男の子には「経済的に自立した生活をする」が最も望まれている    

    

●あなたは、自分の子どもには将来「どのような生き方」をしてほしいと思いますか。●あなたは、自分の子どもには将来「どのような生き方」をしてほしいと思いますか。●あなたは、自分の子どもには将来「どのような生き方」をしてほしいと思いますか。●あなたは、自分の子どもには将来「どのような生き方」をしてほしいと思いますか。    

    

 

 

 

 

 

 

  

就労継続型 

再就職型 

就労継続型 

再就職型 
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142.2 
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78.9 

79.0 

110.9 
96.0 

59.6 
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74.0 
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21.1 
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50
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150

200
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が
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働
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休
み
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十
分
と
れ
な
い

そ
の
他

【ストレス強度係数】

女性（N=321）

男性（N=297）
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が
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に
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性

が

な

い

労
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時

間

が

長

い

上

司

や

部

下、

同

僚

と

の

人

間

関

係

2

0

時

間

未

満

2

0

～

3

0

時

間

未

満

3

0

～

4

0

時

間

未

満

4

0

～

5

0

時

間

未

満

5

0

～

6

0

時

間

未

満

6

0

時

間

以

上

不

明

・

無

回

答

2

0

時

間

未

満

2

0

～

3

0

時

間

未

満

3

0

～

4

0

時

間

未

満

4

0

～

5

0

時

間

未
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5

0

～

6

0

時

間

未

満

6

0

時

間

以

上

不

明

・

無

回

答

（N=297）

（N=23）

（N=52）

（N=70）

（N=57）

（N=68）

（N=27）

【女　性】 【男　性】

8.1 

21.7 

3.8 

1.4 

3.5 

11.8 

22.2 

8.1 

8.7 

0.0 

2.9 

1.8 

17.6 

25.9 

15.2 

4.3 

3.8 

11.4 

21.1 

26.5 

14.8 

33.3 

47.8 

32.7 

40.0 

40.4 

25.0 

11.1 

18.5 

0.0 

40.4 

18.6 

22.8 

10.3 

3.7 

15.2 

17.4 

17.3 

24.3 

10.5 

8.8 

11.1 

1.7 

0.0 

1.9 

1.4 

0.0 

0.0 

11.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

30歳未満

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

19.9 

5.0 

20.0 

15.2 

18.9 

36.0 

38.5 

24.9 

10.0 

13.8 

35.4 

28.4 

28.0 

30.8 

22.4 

25.0 

26.2 

24.1 

29.7 

6.0 

7.7 

21.2 

37.5 

27.7 

17.7 

17.6 

14.0 

7.7 

8.1 

20.0 

9.2 

5.1 

2.7 

8.0 

15.4 

2.5 

2.5 

3.1 

2.5 

2.7 

2.0 

0.0 

0.9 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

6.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（Ｎ=321）

（Ｎ=40）

（Ｎ=65）

（Ｎ=79）

（Ｎ=74）

（Ｎ=50）

（Ｎ=13）

３ 仕事について 

 

労働時間 

男性の週男性の週男性の週男性の週 60606060 時間以上働く長時間労働者は時間以上働く長時間労働者は時間以上働く長時間労働者は時間以上働く長時間労働者は 15.215.215.215.2％％％％    

40 時間未満（法定労働時間、一部規模・業種を除く）は、女性全体では 67.2％、男性全体では 31.4％となっ

ています。 

 

●あなたは、１週間でおおよそ何時間くらい働いていますか。●あなたは、１週間でおおよそ何時間くらい働いていますか。●あなたは、１週間でおおよそ何時間くらい働いていますか。●あなたは、１週間でおおよそ何時間くらい働いていますか。    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仕事上でのストレス 

職場の人間職場の人間職場の人間職場の人間関係でストレスを抱えている人が多く、育児や介護のストレスは女性の方が関係でストレスを抱えている人が多く、育児や介護のストレスは女性の方が関係でストレスを抱えている人が多く、育児や介護のストレスは女性の方が関係でストレスを抱えている人が多く、育児や介護のストレスは女性の方が多い多い多い多い    

 

●あなたは、いまの仕事でストレス（不安や悩み）を感じていますか。●あなたは、いまの仕事でストレス（不安や悩み）を感じていますか。●あなたは、いまの仕事でストレス（不安や悩み）を感じていますか。●あなたは、いまの仕事でストレス（不安や悩み）を感じていますか。    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■ストレス強度係数 

感じているストレスの強さを、

『ストレス強度係数』で表してい

る。計算方法は以下の通り。 

 

ストレスを強く感じる    ×３ 

割合（％） 

＋ 

ストレスを感じる割合（％） ×２ 

＋ 

ストレスはほとんど感じ  ×１ 

ない割合（％） 

――――――――――――― 

＝ストレス強度係数 
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い
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（N=645）

（N=459）

24.3 

24.0 

37.1 

32.0 

12.1 

19.4 

0.8 

1.3 

12.2 

9.4 

13.5 

13.9 

女性

男性

（単位：％）

13.0 

21.2 

12.4 

34.5 

13.1 

24.5 

13.3 

22.3 

29.0 

29.8 

35.4 

35.5 

72.9 

71.7 

66.7 

60.8 

75.3 

66.7 

74.8 

65.5 

70.1 

67.8 

61.8 

62.4 

14.0 

7.1 

20.9 

4.6 

11.6 

8.9 

11.9 

12.1 

0.9 

2.4 

2.8 

2.0 

女性

男性

女性

男性

女性

男性

女性

男性

女性

男性

女性

男性

「

男

性

」

の

方

が

優

遇

さ

れ

て

い

る

平

等

で

あ

る

「

女

性

」

の

方

が

優

遇

さ

れ

て

い

る

（N=198）

（N=192）

（N=218）

（N=297）

（N=214）

（N=205）

（N=178）

（N=197）

募集・採用

の仕方

採用数

配置される

職場

仕事の内容

賃金

昇進・昇格

（単位：％）

（N=201）

（N=194）

（N=207）

（N=198）

25.0 

20.7 

42.8 

44.3 

9.8 

15.2 

14.7 

22.3 

2.7 

4.0 

73.4 

77.1 

56.1 

53.4 

87.4 

81.2 

78.7 

75.0 

56.8 

59.1 

1.6 

2.1 

1.2 

2.3 

2.9 

3.6 

6.6 

2.7 

40.5 

36.9 

女性

男性

女性

男性

女性

男性

女性

男性

女性

男性

「

男

性

」

の

方

が

優

遇

さ

れ

て

い

る

平

等

で

あ

る

「

女

性

」

の

方

が

優

遇

さ

れ

て

い

る

（N=198）

（N=192）

（N=218）

（N=297）

（N=214）

（N=205）

能力評価（業績

評価・人事考課

など）

管理職への

登用

研修の頻度や

内容

定年まで働き

続けやすい

雰囲気

育児・介護休業

などの取得に

関して

（単位：％）

（N=201）

（N=194）

（N=207）

（N=198）

 

職場での対応や評価、ダイバーシティについて 

『管理職への登用』『昇進・昇格』『賃金』は『管理職への登用』『昇進・昇格』『賃金』は『管理職への登用』『昇進・昇格』『賃金』は『管理職への登用』『昇進・昇格』『賃金』は男性優遇感が高い男性優遇感が高い男性優遇感が高い男性優遇感が高い    

ダイバーシティについて、［進めたほうがよい］がダイバーシティについて、［進めたほうがよい］がダイバーシティについて、［進めたほうがよい］がダイバーシティについて、［進めたほうがよい］が約６割となっている約６割となっている約６割となっている約６割となっている    

男性では、『育児・介護休業などの取得に関して』以外のすべての項目で「「女性」の方が優遇されている」より

「「男性」の方が優遇されている」が高くなっており、特に『管理職への登用』では差が大きくなっています。一方、

女性では、『募集・採用の仕方』『採用数』『育児・介護休業などの取得に関して』については、「「男性」の方が優遇

されている」より「「女性」の方が優遇されている」が高く、女性優遇感が高くなっています。 

ダイバーシティを［進めたほうがよい］（「積極的に進めたほうがよい」と「進めたほうがよい」の合計）は、女性

で 61.4%、男性で 56.0％となっています。また、「わからない」は女性で 12.2％、男性で 9.4％となっています。 

 

●●●●あなたの今の職場では、性別によって、対応あなたの今の職場では、性別によって、対応あなたの今の職場では、性別によって、対応あなたの今の職場では、性別によって、対応や評価に差があると思いますか。や評価に差があると思いますか。や評価に差があると思いますか。や評価に差があると思いますか。    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●●●●あなたはダイバーシティの考え方を推進することをどう思いますか。あなたはダイバーシティの考え方を推進することをどう思いますか。あなたはダイバーシティの考え方を推進することをどう思いますか。あなたはダイバーシティの考え方を推進することをどう思いますか。    

  

 

 

 

 

 

 

■ダイバーシティ 

雇用において性別、価値観、ライフ

スタイル、セクシュアル・マイノリ

ティ、障害等の多様性を受け入れ、

広く人材を活用することで生産性を

高めようとする考え方のことです。 
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、
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人

の

こ

と

で

４ 地域活動や健康、老後の暮らしについて 

 

生活の中でのストレス  

●あなたは、生活の中でどのようなことでストレス（不安や悩み）●あなたは、生活の中でどのようなことでストレス（不安や悩み）●あなたは、生活の中でどのようなことでストレス（不安や悩み）●あなたは、生活の中でどのようなことでストレス（不安や悩み）

を感じていますか。を感じていますか。を感じていますか。を感じていますか。 

 

男女ともに『老後の生活（経済や健康）』、

次いで『経済的なことで』でストレス強度

係数が高くなっています。また、すべての

項目で男性より女性の値が上回っており、

『家事の負担』『子どものことで』では、そ

の差が大きくなっています。 

 

 

 

 

希望する介護者  

女性は「施設での介護」「ヘルパーなどの介護従事者」などの専門機関での介護を望んでいる女性は「施設での介護」「ヘルパーなどの介護従事者」などの専門機関での介護を望んでいる女性は「施設での介護」「ヘルパーなどの介護従事者」などの専門機関での介護を望んでいる女性は「施設での介護」「ヘルパーなどの介護従事者」などの専門機関での介護を望んでいる    

男性は約半数が「妻」の介護を望んでいる男性は約半数が「妻」の介護を望んでいる男性は約半数が「妻」の介護を望んでいる男性は約半数が「妻」の介護を望んでいる    

 

●●●●あなた自身に介護が必要となった場合、主に誰に介護をしてもらいたいと思いますか。あなた自身に介護が必要となった場合、主に誰に介護をしてもらいたいと思いますか。あなた自身に介護が必要となった場合、主に誰に介護をしてもらいたいと思いますか。あなた自身に介護が必要となった場合、主に誰に介護をしてもらいたいと思いますか。    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『老後の生活（経済や健康）』『経済的なこ『老後の生活（経済や健康）』『経済的なこ『老後の生活（経済や健康）』『経済的なこ『老後の生活（経済や健康）』『経済的なこ

とで』に強いストレスを感じているとで』に強いストレスを感じているとで』に強いストレスを感じているとで』に強いストレスを感じている    



11 

 

68.8 

67.2 

68.4 

68.8 

44.2 

26.2 

31.3 

29.3 

27.6 

25.0 

46.7 

54.2 

0.0 

3.4 

3.9 

6.3 

9.2 

19.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

30歳未満

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

（N=32）

（N=58）

（N=76）

（N=64）

（N=120）

（N=107）

あ

る

な

い

不

明

・

無

回

答

17.2 

17.2 

2.5 

1.3 

28.9 

11.3 

7.5 

5.4 

7.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

なにかにつけ「男だから」「男のくせに」と言われる

妻子を養うのは男の責任だと言われる

男なのに酒が飲めないのかとからかわれる

力が弱い、運動が苦手だとバカにされる

仕事の責任が大きい、仕事ができて当たり前だと言われる

自分のやりたい仕事を自由に選べないことがある

衣食住のことが十分にできなくて、生活が不便である

家族とのコミュニケーションがうまくいかない

その他

男性（N=239）

「男もつらい」と感じること  

60606060 歳未満の歳未満の歳未満の歳未満の約７割約７割約７割約７割が「男もつらい」と感じてが「男もつらい」と感じてが「男もつらい」と感じてが「男もつらい」と感じているいるいるいる    

その内容として高くなっているのは、「仕事の責任が大きい、仕事ができて当たり前だと言われる」ことその内容として高くなっているのは、「仕事の責任が大きい、仕事ができて当たり前だと言われる」ことその内容として高くなっているのは、「仕事の責任が大きい、仕事ができて当たり前だと言われる」ことその内容として高くなっているのは、「仕事の責任が大きい、仕事ができて当たり前だと言われる」こと    

60 歳未満では「ある」が６割後半と高くなっていますが、60 歳以降は「ない」の方が「ある」より高くなってい

ます。 

「仕事の責任が大きい、仕事ができて当たり前だと言われる」が 28.9％と高く、次いで「なにかにつけ「男だ

から」「男のくせに」と言われる」「妻子を養うのは男の責任だと言われる」となっています。 

 

●●●●あなたは「男もつらい」と感じることはありますか。あなたは「男もつらい」と感じることはありますか。あなたは「男もつらい」と感じることはありますか。あなたは「男もつらい」と感じることはありますか。    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●それはどんなことですか。●それはどんなことですか。●それはどんなことですか。●それはどんなことですか。    
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33.5 

28.1 

36.6 

15.3 

23.1 

19.2 

26.0 

54.3 

35.0 

1.2 

9.8 

23.7 

21.6 

29.8 

9.6 

10.5 

9.6 

22.4 

35.7 

17.0 

1.3 

9.6 

0% 20% 40% 60%

男女の固定的な役割分担意識（「男は仕事、女は

家庭」という考え方など）を押しつける

職場における差別待遇

セクシュアル・ハラスメント（性的いやがらせ）

内容に関係なく女性の水着姿や媚びたポーズなどを

使用した広告など

女性のヌード写真などを掲載した新聞、雑誌、ビデオ、

ＤＶＤ、ゲーム等

携帯電話やインターネット上のアダルトサイト

夫やパートナー、恋人からの暴力（デートＤＶを含む）

痴漢やレイプなどの性犯罪

性風俗営業、売買春、援助交際

その他

特にない

女性（N=645）

男性（N=459）

５ 人権の尊重について 

 

女性の人権の尊重  

性犯罪やセクシュアル・ハラスメント等の女性の人権に対する認識は高くても半数程度で、「特にない」と考える人も性犯罪やセクシュアル・ハラスメント等の女性の人権に対する認識は高くても半数程度で、「特にない」と考える人も性犯罪やセクシュアル・ハラスメント等の女性の人権に対する認識は高くても半数程度で、「特にない」と考える人も性犯罪やセクシュアル・ハラスメント等の女性の人権に対する認識は高くても半数程度で、「特にない」と考える人も    

１割程度おり、認識は高くない１割程度おり、認識は高くない１割程度おり、認識は高くない１割程度おり、認識は高くない    

男女ともに「痴漢やレイプなどの性犯罪」が高く、次いで「セクシュアル・ハラスメント（性的いやがらせ）」とな

っています。すべての項目で男性より女性の割合が高く、「痴漢やレイプなどの性犯罪」「性風俗営業、売買春、援助

交際」で特に男女差が大きくなっています。また、女性の人権が尊重されていないと感じることは「特にない」との

回答は男女ともに１割近くいます。 

 

●●●●あなたが、女性の人権が尊重されていないと感じるのはどのようなことですか。あなたが、女性の人権が尊重されていないと感じるのはどのようなことですか。あなたが、女性の人権が尊重されていないと感じるのはどのようなことですか。あなたが、女性の人権が尊重されていないと感じるのはどのようなことですか。    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ） 

なぐる・蹴るなどの身体的暴力のみならず、威嚇する、無視するなどにより、心理的苦痛を与える精神的な暴力や性的行

為を強要するなどの性的暴力等があげられます。暴力の防止及び被害者の保護・支援を目的として「配偶者からの暴力の

防止及び被害者の保護に関する法律」（DV 防止法）が 2001 年に施行されました。2013 年の改正により、同居する交際相

手からの暴力被害者についても保護体制が整備されることになりました。 

 

■デートＤＶ 

結婚していない（交際中の）男女間における身体的・精神的・性的な暴力です。 
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配偶者やパートナー、恋人からの暴力と対応方法 

暴力の被害経験は男性より女性で多い暴力の被害経験は男性より女性で多い暴力の被害経験は男性より女性で多い暴力の被害経験は男性より女性で多い    

『平手で打つ』などの身体的暴力や『大声でどなったり、物を壊したりする』などの精神的暴力が多い『平手で打つ』などの身体的暴力や『大声でどなったり、物を壊したりする』などの精神的暴力が多い『平手で打つ』などの身体的暴力や『大声でどなったり、物を壊したりする』などの精神的暴力が多い『平手で打つ』などの身体的暴力や『大声でどなったり、物を壊したりする』などの精神的暴力が多い    

暴力行為後に「二人（夫と妻、パートナー・恋人同士）で話し合った」が高い暴力行為後に「二人（夫と妻、パートナー・恋人同士）で話し合った」が高い暴力行為後に「二人（夫と妻、パートナー・恋人同士）で話し合った」が高い暴力行為後に「二人（夫と妻、パートナー・恋人同士）で話し合った」が高い 

「どこにも相談しなかった、また、相談できなかった」人では「相談するほどの事ではないと思った」と考える人が多い「どこにも相談しなかった、また、相談できなかった」人では「相談するほどの事ではないと思った」と考える人が多い「どこにも相談しなかった、また、相談できなかった」人では「相談するほどの事ではないと思った」と考える人が多い「どこにも相談しなかった、また、相談できなかった」人では「相談するほどの事ではないと思った」と考える人が多い 

 

●●●●あなたは配偶者やパートあなたは配偶者やパートあなたは配偶者やパートあなたは配偶者やパートナー、恋人に、次のようなことをしたり、されたことがありますか。ナー、恋人に、次のようなことをしたり、されたことがありますか。ナー、恋人に、次のようなことをしたり、されたことがありますか。ナー、恋人に、次のようなことをしたり、されたことがありますか。    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●●●●暴力行為後の対応暴力行為後の対応暴力行為後の対応暴力行為後の対応はははは。。。。（上位のみ）                            ●どこにも相談しなかった●どこにも相談しなかった●どこにも相談しなかった●どこにも相談しなかったのはなぜか。のはなぜか。のはなぜか。のはなぜか。（その他、わからない以外）    

 

 

 

 

5.6 

2.7 

1.1 

0.5 

0.7 

0.8 

0.4 

0.2 

4.2 

2.8 

0.2 

3.3 

0.2 

12.4 

3.3 

0.4 

1.5 

3.1 

0.2 

2.4 

0.0 

5.1 

1.3 

4.0 

9.8 

1.3 

0% 10% 20%

【したことがある】

11.9 

6.9 

3.0 

7.0 

6.9 

1.9 

7.7 

3.0 

5.4 

3.2 

10.0 

15.5 

2.4 

5.9 

4.2 

0.6 

0.2 

0.6 

1.1 

0.4 

0.7 

2.4 

2.0 

0.9 

3.9 

0.0 

0%10%20%

平手で打つ

こぶしでなぐったり、足で蹴る

身体を傷つける可能性の

ある物でなぐる

生活費を渡さない

なぐるふりをして、おどす

刃物などをつきつけて、おどす

相手がいやがっているのに

性的な行為を強要する

見たくないのに、アダルトサイトや

ポルノ映像・雑誌を見せる

何を言っても長期間無視し続ける

交友関係や携帯電話、スマート

フォンなどを細かくチェックする

「誰のおかげで生活できるんだ」、

「食わせてやっている」と言う

大声でどなったり、

物を壊したりする

避妊に協力しない

【されたことがある】

女性（N=645）

男性（N=459）

46.4 

24.6 

15.2 

15.2 

2.0 

0% 20% 40% 60%

二人（夫と妻、パートナー・

恋人同士）で話し合った

どこにも相談しなかった、

また、相談できなかった

親や兄弟姉妹、

親類に相談した

友人・知人に相談した

警察に連絡、相談した

全体（N=349）

9.3 

17.4 

26.7 

10.5 

19.8 

23.3 

48.8 

0% 20% 40% 60% 80%

どこに（誰に）相談したらよいのか

わからなかった

恥ずかしくて誰にも言えなかった

相談しても無駄だと思った

相談したことがわかると仕返しをされたり、

さらに暴力をふるわれると思った

自分さえ我慢すればやっていけると思った

自分にも悪いところがあると思った

相談するほどの事ではないと思った

全体（N=86）
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上段：女性（N=645）

よく知っている

聞いたことがある

  
下段：男性（N=459）

よく知っている

聞いたことがある

2.0 

4.2 

32.2 

33.5 

1.1 

1.6 

8.3 

6.0 

7.4 

6.5 

2.0 

0.9 

12.6 

13.0 

3.9 

6.0 

23.1 

20.2 

3.7 

2.3 

1.5 

0.6 

1.5 

1.4 

15.9 

27.8 

36.2 

36.4 

9.4 

6.7 

25.7 

22.0 

19.6 

21.7 

11.8 

12.1 

44.2 

39.4 

27.9 

33.8 

43.4 

42.3 

19.0 

23.9 

17.0 

24.2 

18.5 

20.3 

0% 20% 40% 60% 80%

男女共同参画センター・イコーラムの

「女性のための相談」

ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）

（配偶者や恋人など親しい人からの暴力）

リプロダクティブ・ヘルス／ライツ

（性と生殖に関する健康／権利）

ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）

ジェンダー（社会的・文化的に形成された性別）

ポジティブ・アクション（積極的改善措置）

育児・介護休業法

東大阪市子どもを虐待から守る条例

男女雇用機会均等法

男女共同参画社会基本法

東大阪市男女共同参画推進条例

第３次東大阪市男女共同参画推進計画

～東大阪 みらい 翔（はばたき）プラン～

６ 男女共同参画社会の形成に関する意識について 

 

法律や言葉、東大阪市の取組の認知度 

『ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）』『男女雇用機会均等法』『育児・介護休業法』の認識が比較的高い『ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）』『男女雇用機会均等法』『育児・介護休業法』の認識が比較的高い『ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）』『男女雇用機会均等法』『育児・介護休業法』の認識が比較的高い『ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）』『男女雇用機会均等法』『育児・介護休業法』の認識が比較的高い 

男女ともに「よく知っている」割合が１割を超えているのは『ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）』『男女雇用

機会均等法』『育児・介護休業法』となっており、比較的認知度が高くなっています。 

また、東大阪市の取り組みについて、全体の「よく知っている」割合は『第3 次東大阪市男女共同参画推進計画～

東大阪 みらい 翔（はばたき）プラン～』で 1.5％、『東大阪市男女共同参画推進条例』で 1.0％とわずかとなってお

り、『東大阪市子どもを虐待から守る条例』では 5.1％とやや高くなっています。 

 

●●●●あなたは、次の法律や言葉、東大阪市の取り組みをご存じですか。あなたは、次の法律や言葉、東大阪市の取り組みをご存じですか。あなたは、次の法律や言葉、東大阪市の取り組みをご存じですか。あなたは、次の法律や言葉、東大阪市の取り組みをご存じですか。    
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10.2 

6.3 

9.6 

3.5 

8.5 

9.6 

5.7 

8.9 

8.9 

49.2 

0% 20% 40% 60%

【男 性（N=459）】

男女平等をめざした制度や施策の制定や見直しに

ついての意見を述べたり、提案をする

政策決定の場に積極的に参加する

男女の平等と相互の理解や協力についての

学習会を開催したり、参加したりする

女性の生き方に関する情報提供や交流の場、

相談、教育などの活動に参加する

子育て支援に関する活動に参加する

高齢者や障害者の介助のための活動に参加する

女性に対する暴力防止のための活動に参加する

男女共同参画センターで開催される学習会や

講演会に積極的に参加する

多様な文化や生活習慣に関する理解を深める

ための国際交流の場に参加する

特にない・わからない

6.7 

2.6 

8.4 

14.1 

13.5 

14.0 

4.0 

7.3 

8.5 

50.9 

0%20%40%60%

【女 性（N=645）】

 

「男女共同参画」の推進に向けて 

「男女共同参画」の推進活動への参加について、約半数は「男女共同参画」の推進活動への参加について、約半数は「男女共同参画」の推進活動への参加について、約半数は「男女共同参画」の推進活動への参加について、約半数は「「「「特に特に特に特にない・わからない」ない・わからない」ない・わからない」ない・わからない」と回と回と回と回答答答答しているしているしているしている 

男女ともに「特にない・わからない」が４割後半から５割前半と特に高くなっています。 

１割を超えているのは、女性で「女性の生き方に関する情報提供や交流の場、相談、教育などの活動に参加する」

「高齢者や障害者の介助のための活動に参加する」「子育て支援に関する活動に参加する」となっており、男性では「男

女平等をめざした制度や施策の制定や見直しについての意見を述べたり、提案をする」が比較的高くなっています。 

 

●●●●あなたは、「男女共同参画」を推進するために、どのような活動に参加したいと思いますか。あなたは、「男女共同参画」を推進するために、どのような活動に参加したいと思いますか。あなたは、「男女共同参画」を推進するために、どのような活動に参加したいと思いますか。あなたは、「男女共同参画」を推進するために、どのような活動に参加したいと思いますか。    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



16 

 

用語解説 

●男女共同参画社会 

男女が、互いの人権を尊重しつつ、職場や家庭、地

域活動など、社会のあらゆる場に対等に参画し、共に

責任と喜びを分かち合う社会のことです。 

 

●第３次東大阪市男女共同参画推進計画 

～東大阪 みらい 翔（はばたき）プラン～ 

男女共同参画社会の実現を基本理念として、男女共

同参画施策を総合的かつ計画的に推進するための基本

的な計画で、2011 年に策定し、目標年度を 2020

年度としています。 

 

●東大阪市男女共同参画推進条例 

男女共同参画の推進に関し、基本理念を定め、市、

市民、事業者及び教育関係者の責務を明らかにすると

ともに、男女共同参画の推進に関する施策の基本的な

事項を定めることにより、男女共同参画を総合的かつ

計画的に推進し、もって、男女の平等を基礎とする男

女共同参画社会の実現に寄与することを目的とし、

2004年 7月 1日に施行しました。 

 

●男女共同参画社会基本法 

社会のあらゆる分野での活動において、男女がとも

に主体的かつ平等に社会のために意思決定し、行動す

るとともに、責任を担う社会、男女共同参画社会の形

成を総合的かつ計画的に推進することを目的として、

1999年に施行されました。 

 

●男女雇用機会均等法 

＜正式名称：雇用の分野における男女の均等な機会及び待遇

の確保等に関する法律＞ 

雇用の分野における男女の均等な機会及び待遇の確

保を図るとともに、女性労働者の就業に関して妊娠中

及び出産後の健康の確保を図る等の措置を推進するこ

とを目的として 1986 年に施行されました。1997

年には、募集・採用、配置・昇進について女性に対す

る差別の禁止、ポジティブ・アクションに対する国の

援助、セクシュアル・ハラスメント防止についての配

慮義務等について改正され、2006年の改正では、性

別による差別禁止の範囲の拡大、間接差別の禁止、妊

娠・出産等を理由とする不利益取扱いの禁止、セクシ

ュアル・ハラスメント対策の強化、母性健康管理措置

などこれまで以上の規定が設けられました。 

 

 

 

●東大阪市子どもを虐待から守る条例 

子どもを虐待から守り、子どもの健やかな成長及び

発達を保障することを目的に 2005 年に施行されま

した。基本的な考え方、市、市民、保護者の責務並び

に子ども虐待の予防及び早期発見その他の子ども虐待

防止等に関する必要な事項を定めています。 

 

●育児・介護休業法 

＜正式名称：育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う

労働者の福祉に関する法律＞ 

育児または家族の介護を行う労働者の職業生活と家

庭生活との両立が図られるよう支援することによって、

その福祉を増進するとともに、あわせて我が国の経済

及び社会の発展に資することを目的として 1991 年

に制定されました。次世代育成支援を進めていく上で

も大きな課題となっている育児や介護を行う労働者の

仕事と家庭の両立をより一層推進するため、2005年

に改正されました。2009年の改正では、子育て中の

短時間勤務制度及び所定外労働（残業）の免除の義務

化、子どもの看護休暇制度の拡充、父親の育児休業取

得の促進、介護休暇の新設が盛り込まれました。 

 

●ポジティブ・アクション（積極的改善措置） 

社会のあらゆる分野における活動に参画する機会に

係る男女間の格差を是正するため、必要な範囲内にお

いて男女のいずれか一方に対し、当該機会を積極的に

提供することです。 

 

●ジェンダー（社会的・文化的に形成された性別） 

生物学的性別（セックス）に対し、社会的・文化的

に形成された性別をジェンダーといいます。例えば、

「女らしさ」「男らしさ」といった社会通念、そしてそ

れに基づく役割や慣習、各人に内面化された心理的な

特性などをさします。ジェンダーは、それ自体に良い、

悪いの価値を含むものではなく、国際的にも使われて

います。 

 

●リプロダクティブ・ヘルツ／ライツ 

（性と生殖に関する健康／権利） 

個人、特に女性が生涯にわたって、主体的に自らの

身体と健康の保持増進と自己決定を図ることと、その

ための身体的・精神的・社会的な諸権利が基本的人権

として保障される考え方のこと。安全な性生活や子ど

もをいつ何人産むか、産まないかなどについて女性が

主体的に選択し、自ら決定する権利のことをいいます。 
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